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白川村荻町合掌造り集落



白川郷への行き方



村域

• 南北30㎞

• 村の97%が山林

• 村の中心に庄川が
流れる



白川村の人口

• 人 口 １，４７２人

• 世帯数 ６０５世帯
※令和６年１２月



荻町の人口

５２０人・１２８世帯



荻町集落の合掌造り棟数

合掌造り主屋 ５９棟
茅葺建物 １１４棟



観光客の推移
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急激な観光客の増加



交通問題

新駐車場

既存駐車場

白川郷IC

世界遺産集落

道の駅



交通問題



民間駐車場問題



有料駐車場の制限

平成12年策定



村営駐車場への影響

駐車場料金

普通車 1,000円→ 300円（景観協力金）

大型車 3,000円→ 1,000円（景観協力金）



観光客急増により発生した問題

・観光車両の交通渋滞

・農地の有料駐車場化



保存地区内通年交通制限への道のり

・国交省事業社会実験にて交通対策試行実施荻町交通対策委員会設立平成13年

・年18回の交通規制日を設け実施荻町交通対策基本計画策定平成15年

世界遺産マスタープラン有識者会議平成19年

世界遺産マスタープラン検討住民会議全16回開催平成20年

・保存地区内9時から16時大型車両進入禁止の公安規制大型車両通行規制実施平成21年

・マスタープランに交通対策を位置づける世界遺産マスタープラン策定平成22年

村営荻町駐車場閉鎖平成23年

・４月にイコモス第7小委員会現地視察イコモス第7小委員会より民間駐車場問題に対する意見書平成24年

保存地区内通年観光車両進入制限開始平成26年



新交通システムの試行



保存地区内通年交通制限への道のり

・国交省事業社会実験にて交通対策試行実施荻町交通対策委員会設立平成13年

・年18回の交通規制日を設け実施荻町交通対策基本計画策定平成15年

世界遺産マスタープラン有識者会議平成19年

世界遺産マスタープラン検討住民会議全16回開催平成20年

・保存地区内9時から16時大型車両進入禁止の公安規制大型車両通行規制実施平成21年

・マスタープランに交通対策を位置づける世界遺産マスタープラン策定平成22年

村営荻町駐車場閉鎖平成23年

・４月にイコモス第7小委員会現地視察イコモス第7小委員会より民間駐車場問題に対する意見書平成24年

保存地区内通年観光車両進入制限開始平成26年



大型車両通行規制



保存地区内通年交通制限への道のり

・国交省事業社会実験にて交通対策試行実施荻町交通対策委員会設立平成13年

・年18回の交通規制日を設け実施荻町交通対策基本計画策定平成15年

世界遺産マスタープラン有識者会議平成19年

世界遺産マスタープラン検討住民会議全16回開催平成20年

・保存地区内9時から16時大型車両進入禁止の公安規制大型車両通行規制実施平成21年

・マスタープランに交通対策を位置づける世界遺産マスタープラン策定平成22年

村営荻町駐車場閉鎖平成23年

・４月にイコモス第7小委員会現地視察イコモス第7小委員会より民間駐車場問題に対する意見書平成24年

保存地区内通年観光車両進入制限開始平成26年



荻町駐車場の閉鎖

荻町駐車場の廃止



村営荻町駐車場の廃止



それでも民間有料駐車場はなくならない

・通行規制すればやめる



保存地区内通年交通制限への道のり

・国交省事業社会実験にて交通対策試行実施荻町交通対策委員会設立平成13年

・年18回の交通規制日を設け実施荻町交通対策基本計画策定平成15年

世界遺産マスタープラン有識者会議平成19年

世界遺産マスタープラン検討住民会議全16回開催平成20年

・保存地区内9時から16時大型車両進入禁止の公安規制大型車両通行規制実施平成21年

・マスタープランに交通対策を位置づける世界遺産マスタープラン策定平成22年

村営荻町駐車場閉鎖平成23年

・４月にイコモス第7小委員会現地視察イコモス第7小委員会より民間駐車場問題に対する意見書平成24年

保存地区内通年観光車両進入制限開始平成26年



イコモス第7小委員会から文書

・農地法違反で田畑を有料駐車場に転用している。

・村営せせらぎ公園駐車場の保存協力金に影響を与え

・違法行為の是正を求める。

・違法状態が継続され、保全が脅かされる場合その先には危機遺産への登
録に向けた議論が待っている。

・白川村の合掌造り集落が日本のみならずアジアの持続可能な集落保全モ
デルとなることを切に希望する。



保存地区内通年交通制限への道のり

・国交省事業社会実験にて交通対策試行実施荻町交通対策委員会設立平成13年

・年18回の交通規制日を設け実施荻町交通対策基本計画策定平成15年

世界遺産マスタープラン有識者会議平成19年

世界遺産マスタープラン検討住民会議全16回開催平成20年

・保存地区内9時から16時大型車両進入禁止の公安規制大型車両通行規制実施平成21年

・マスタープランに交通対策を位置づける世界遺産マスタープラン策定平成22年

村営荻町駐車場閉鎖平成23年

・４月にイコモス第7小委員会現地視察イコモス第7小委員会より民間駐車場問題に対する意見書平成24年

保存地区内通年観光車両進入制限開始平成26年



通年交通制限の実施



通年交通制限の実施



交通規制が実現した要因

危機感の共有



荻町公園の整備



荻町公園の整備



通年交通制限後の状況



白川村の保存と活用

○活用優先
利便性は確保できるが農村景観は損なわれる。

○保存優先
農村景観は守られるが利便性は損なわれる。

遺産地区内への観光車両乗入制限

保存と活用の均衡を保つ鍵




